記入例
【準耐火･防火構造：外壁の例】
性能評価申請の概要
	該当条文
	建築基準法第２条第七号の二あるいは建築基準法第２条第八号

	  件名
	準耐火構造外壁（耐力壁45分間）の性能評価あるいは

防火構造外壁（耐力壁30分間）の性能評価

	   構造名
    (一般名)
	○○○断熱材充てん／化粧○○○表張／○○○裏張／木製軸組造外壁＊１    

 

	  商品名
	○○○＊２

	  会社名
  ・所在地
  ・電話番号

	 ○○○株式会社
 ○○○県○○○市○○○町○○丁目○○番○○号
 ○○○-○○○-○○○○
 


＊１：性能評価書に記載する正式名称は当財団で決めさせていただきます。
＊２：商品名が決まっていない場合は、性能評価が完了するまでに決定しておいて下さい。
※ 製品の仕様、構造説明図などについては、次頁以降の様式を参考にして作成して下さい（第一報でも可です）。申請内容を確認後、適宜、申請図書の修正、追記等の連絡をさせていただきます。
１．構造方法の概要

１．１ 構造名

○○○断熱材充てん／化粧○○○表張／○○○裏張／木製軸組造外壁

１．２ 寸法

壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。

１．３ 材料構成等

	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	屋外側被覆材
	化粧○○○(○○○の表面に化粧を施したもの。)
	規格：不燃材料認定番号NM－○○○○、JIS A ○○○○
　＊大臣認定品(材料)の場合はその番号で特定します。それ以外の材料は次のように組成で特定します。

　　　組成(mass％)････一般名とし、その割合は公差表示として下さい。
　　　  ○○○○　　　　　　 ○±○
　　　　○○○　　　　　　　 ○±○
　　　　○○○○○　　　　　 ○±○
　　　　○○○○　　　　　　 ○±○
形状：平板

表面の形状：平滑又はエンボス・溝模様

厚さ(㎜)：○・○・○・○・○±○(公差表示)
かさ比重：○以上

大きさ
　働き幅(㎜)：○～○

　長さ(㎜)：○～○

　＊一般部における最小と最大の寸法です。最小は端部における寸法ではありません。

断面形状、寸法等

①短辺方向の断面形状

　a.平滑

[image: image1.wmf]3

※

○○以下

○○以下

○○以下

○○以下

間柱(○×○以上)

柱(○×○以上）)

透湿防水ｼｰﾄ7

(厚さ○以下)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　(厚さ15･○)

○○○断熱材　　　　　　　　

(厚さ○以上,密度○kg/m 以上)

胴縁(○×○以上)

補強用壁材　(厚さ○以上)

＊

胴縁(○×○以上)

化粧○○○(厚さ○･○･○)

水切り(評価対象外)

基礎(評価対象外)

土台(評価対象外)

根太掛け(評価対象外)

床根太(評価対象外)

床材(評価対象外)

＊

補強用壁材は必要に応じて使用する。


b.エンボス・溝模様

[image: image2.wmf]3

＊

○○以下

○○以下

○○以下

○○以下

間柱(○×○以上)

柱(○×○以上)

○○○断熱材　　　　　　　　

(厚さ○以上,密度○kg/m 以上)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　(厚さ15･○)

※

胴縁(○×○以上,@○以下)

透湿防水ｼｰﾄ?

(厚さ○以下)

補強用壁材　(厚さ○以上)

化粧○○○(厚さ○･○･○)

胴縁(○×○以上)

基礎(評価対象外)

根太掛け(評価対象外)

床根太(評価対象外)

床材(評価対象外)

土台(評価対象外)

水切り(評価対象外)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　(厚さ15･○)

○○○断熱材　　　　　　　　

(厚さ○以上,密度○kg/m 以上)

補強用壁材　(厚さ○以上)

化粧○○○(厚さ○･○･○)

透湿防水ｼｰﾄ(厚さ○以下))

胴縁(○×○以上,@○以下)

※

3

＊

＊

補強用壁材は必要に応じて使用する。





	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	屋外側被覆材
	化粧○○○(○○○の表面に化粧を施したもの。)
	②長辺方向の断面形状

②-1合じゃくり目地の場合

　a.平滑

[image: image3.wmf]＊

補強用壁材は必要に応じて使用する。

間柱(○×○以上)

胴縁(○×○以上,

@○以下)

透湿防水ｼｰﾄ(厚さ○以下)�

化粧○○○(厚さ○･○･○)

補強用壁材　(厚さ○以上)

○○くぎ(φ○×○以上,胴縁方向@○以下)等

○○くぎ(φ○×○以上,@○以下)等

○○くぎ(φ○×○以上,

周辺部@○以下,中間部@○以下)等

○○くぎ(φ○×○以上,

周辺部@○以下,中間部@○以下)等

せっこう系目地処理材(○g/m以上)�

○○○断熱材　　　　　　　　

(厚さ○以上,密度○kg/m 以上)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　(厚さ15･○)

柱(○×○以上)
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胴縁(○×○以上,

@○以下)

※

＊
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○○くぎ

(φ○×○以上,@○以下)等

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　(厚さ15･○)

○○くぎ(φ○×○以上,

周辺部@○以下,中間部@○以下)等

○○くぎ(φ○×○以上,

周辺部@○以下,中間部@○以下)等

○○○断熱材　　　　　　　　

(厚さ○以上,密度○kg/m 以上)

○○くぎ　　　　　　　　　　　

(φ○×○以上,胴縁方向@○以下)等

化粧○○○(厚さ○･○･○)

補強用壁材　(厚さ○以上)

胴縁(○×○以上,@○以下)

透湿防水ｼｰﾄ(厚さ○以下))

※
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＊


b.エンボス・溝模様
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②-2目透かし目地及び突付け目地の場合

　a.平滑
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b.エンボス・溝模様

[image: image6.wmf]3

2

1

t

t

2

t

1


③各部の寸法(単位：㎜)
③-1合じゃくり部の寸法

厚さ：t

t1
t2
ℓ1
ℓ2
ℓ3
○±○
○～○

○～○

○～○

○～○

○～○

○±○
○±○
○～○

○～○

○～○

○～○

○～○

○±○
○±○



	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	屋外側被覆材
	化粧○○○(○○○の表面に化粧を施したもの。)
	③-2エンボス・溝模様の深さ、最小厚さ及び容積欠損率

厚さ：t

エンボス･溝の深さ：t3
最小厚さ：t0
容積欠損率(%)
○±○
○以下

○以上

○以下※
○±○
○以下

○±○
○以下

○±○
○以下

○±○
○以下

※ 被覆材全体積(合いじゃくり部を除く)に対する被覆材裏面から○㎜以下のエンボス・溝模様の欠損容積の割合
化粧仕様

　塗料の種類

　　○○○樹脂系塗料、○○○樹脂系塗料、○○○樹脂系塗料
　塗布量(g/㎡)
　　○以下

	
	補強用壁材（必要に応じて取付ける。）
	構造用合板
　規格：JASに規定する構造用合板
  形状：平板
　厚さ(㎜)：○･○±○
  かさ比重：○以上
  大きさ(㎜)：最小○×○、最大○×○
構造用パネル
  規格：JASに規定する構造用パネル
  形状：平板
　厚さ(㎜)：○･○±○
  かさ比重：○以上
  大きさ(㎜)：最小○×○、最大○×○

	屋外側被覆の副構成材料
	胴縁
	種類
  JASに規定する○○○
断面寸法(㎜)
  厚さ○以上、幅○以上
　　(ただし、化粧○○○の短辺方向の目地部は、厚さ○㎜以上、幅○㎜以上とする。)
取付け間隔(㎜)
  ○以下

	
	透湿防水シート
	規格
  JIS A 6111
種類
  ○○○系、○○○系
厚さ(㎜)
  ○以下

	
	くぎ、ねじ等
	化粧○○○取付け用
  種類及び寸法(㎜)
  ・○○くぎ(φ○×○以上)
  ・○○ねじ(φ○×○以上)
　留め付け間隔(㎜)
　　胴縁方向：○以下
    胴縁と直交する方向：○以下


	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	屋外側被覆の副構成材料
	くぎ、ねじ等
	胴縁取付け用
  種類及び寸法(㎜)
  ・○○くぎ(φ○×○以上)
  ・○○ねじ(φ○×○以上)
　留め付け間隔(㎜)
　　○以下
補強用壁材取付け用
  種類及び寸法(㎜)
  ・○○くぎ(φ○×○以上)
  ・○○ねじ(φ○×○以上)
　留め付け間隔(㎜)
　　○以下
透湿防水シート仮止め用
  種類及び寸法(㎜)
    ステープル(幅○以上、長さ○以上)

	
	化粧○○○の短辺方向の目地処理材
	シーリング材
　種類
　　○○○樹脂系、○○○樹脂系、○○○樹脂系
　充填量(g/ｍ)
　　○以上
バックアップ材
　種類
　　○○○系、○○○系
　充填量(g/ｍ)
　　○以上

	屋内側被覆の仕様(平成12年建設省告示第1358号第1第一号ロ(1)に規定する(ⅰ)から(ⅲ)のいずれかの仕様)
＊この項は準耐火構造の場合の仕様です。防火構造で屋内側被覆材を用いる場合はその仕様を記載して下さい。
	単板張り仕様
	a. せっこうボード
  規格：不燃材料認定番号 NM-8619、NM-8612、JIS A 6901
  形状：平板
  端部の形状：スクエアー、ベベル
  厚さ(㎜)：15±○
　かさ比重：0.65以上
  大きさ(㎜)：最小○×○、最大○×○
b. 強化せっこうボード
  規格：不燃材料認定番号 NM-8615、JIS A 6901
  形状：平板
  端部の形状：スクエアー、ベベル
  厚さ(㎜)：15･○±○
　かさ比重：0.75以上
　大きさ(㎜)：最小○×○、最大○×○

	
	重ね張り仕様
	a. せっこうボード
  規格：不燃材料認定番号 NM-8619、NM-8612、JIS A 6901
  形状：平板
  端部の形状：スクエアー、ベベル
  厚さ(㎜)：12.5±0.5
　かさ比重：0.65以上
  大きさ(㎜)：最小○×○、最大○×○


	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	屋内側被覆の仕様(平成12年建設省告示第1358号第1第一号ロ(1)に規定する(ⅰ)から(ⅲ)のいずれかの仕様)
＊この項は準耐火構造の場合の仕様です。防火構造で屋内側被覆材を用いる場合はその仕様を記載して下さい。
	重ね張り仕様


	b. せっこうボード
  規格：準不燃材料認定番号 QM-9828、JIS A 6901
  形状：平板
  端部の形状：スクエアー、ベベル
  厚さ(㎜)：9.5±0.5
　かさ比重：0.65以上
　大きさ(㎜)：最小○×○、最大○×○
せっこうボードの組み合せ
下張り材

上張り材

aのせっこうボード

aまたはbのせっこボード

aまたはbのせっこボード

aのせっこうボード
上張り材は、その目地が下張り材の目地と重ならないように配置する。

	屋内側被覆の副構成材料
	くぎ、ねじ等
	単板張り仕様の屋内側被覆材取付け用
  種類及び寸法(㎜)
  ・○○くぎ(φ○×○以上)
  ・○○ねじ(φ○×○以上)
　留め付け間隔(㎜)
　　周辺部○以下、中間部○以下
重ね張り仕様の屋内側被覆材取付け用
　下張り材取付け用
　　種類及び寸法(㎜)
  　・○○くぎ(φ○×○以上)
  　・○○ねじ(φ○×○以上)
　　留め付け間隔(㎜)
　　　周辺部○以下、中間部○以下
　上張り材取付け用
　　種類及び寸法(㎜)
  　・○○くぎ(φ○×○以上)
  　・○○ねじ(φ○×○以上)
　　留め付け間隔(㎜)
　　　○以下
透湿防水シート及びグラスウール断熱材仮止め用
  種類及び寸法(㎜)
    ステープル(幅○以上、長さ○以上)

	
	目地処理材
	種類及び塗布量
  せっこう系目地処理材(○g/m以上)

	中空部断熱材
	○○○断熱材
	規格：不燃材料認定番号 NM-○○、JIS A ○○
厚さ(㎜)：○以上
密度(kg/m3)：○以上

	下地材
	柱
	種類
　JASに規定する○○○
断面寸法(㎜)
  ○×○以上
かさ比重

　○以上

取付け間隔(㎜)
  ○以下(柱と間柱との間隔)


	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	下地材
	間柱
	種類
　JASに規定する○○○
断面寸法(㎜)
  ○×○以上
かさ比重

　○以上

取付け間隔(㎜)
  ○以下

	その他、製品に使用する部材、材料等があれば追記して下さい。

	
	


１．４　構造説明図

（１）透視図

（単位：mm）　　
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※屋内側被覆は、平成12年建設省告示第1358号第1第一号ロ(1)に規定する

　　　　　　　　　　　下表のいずれかの仕様とする。

（単位：mm）

	
	下張り材
	上張り材

	単板張り
	せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(厚さ15以上)

(強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞを含む。)

	重ね張り
	せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(厚さ12.5)
	せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(厚さ9.5以上)

	
	せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(厚さ9.5以上)
	せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(厚さ12.5)


【 この屋内側被覆は準耐火構造45分の場合の仕様です。防火構造で
屋内側被覆材を用いる場合はその仕様を図示して下さい。 】

（２）断面図

① 水平断面図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）
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1

t

t

2

t

1


② 鉛直断面図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）
③ 水平断面詳細図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）
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④ 鉛直断面詳細図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）
（３）化粧○○○の短辺方向の目地の種類

　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）

①目透かし目地

①-1 シーリング材処理　　　　　　　   　　    ①-2 バックアップ材・シーリング材処理

[image: image10.wmf]2
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②突付け目地　　　　　       　　　　　　     ③合じゃくり目地

（４）化粧○○○の形状・寸法

  ① 短辺方向の断面形状

ａ．平滑
[image: image11.wmf]t
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ｂ．エンボス・溝模様

② 長辺方向の断面形状

　　②-1 合じゃくり目地の場合

ａ．平滑

ｂ．エンボス・溝模様

②-2 目透かし目地及び突付け目地の場合

ａ．平滑
ｂ．エンボス・溝模様

③各部の寸法等（単位：mm）

　③-1合いじゃくり部の寸法

	厚さ：t
	t1
	t2
	ℓ1
	ℓ2
	ℓ3

	○±○
	○～○
	○～○
	○～○
	○～○
	○～○

	○±○
	
	
	
	
	


	○±○
	○～○
	○～○
	○～○
	○～○
	○～○

	○±○
	
	
	
	
	

	○±○
	
	
	
	
	


　③-2エンボス・溝模様の深さ、最小厚さ及び容積欠損率

	厚さ：t
	エンボス･溝の深さ：t3
	最小厚さ：t0
	容積欠損率(%)

	○±○
	○以下
	○以上
	○以下※

	○±○
	○以下
	
	

	○±○
	○以下
	
	

	○±○
	○以下
	
	

	○±○
	○以下
	
	


· 被覆材全体積(合いじゃくり部を除く)に対する被覆材裏面から○㎜以下のエンボス・溝模様の欠損容積
の割合
１．５ 施工方法
  (1)下地材の取付け
 　　　土台に柱と間柱を取付ける。この時の柱と間柱との間隔及び間柱相互の間隔は○㎜以下とする。
  (2)補強用壁材の取付け
必要に応じて、構造用合板等の補強用壁材をφ○×○㎜以上の○○くぎ等で柱及び間柱に取付ける。○○くぎ等の留め付け間隔は、周辺部及び中間部とも○㎜以下とする。ただし、補強用壁材を用いて、建築基準法施行令第46条第4項表一(一)項から(七)項までに掲げる軸組と同等以上の耐力を有する軸組の外壁とする場合には、補強用壁材の種類、厚さ、留め付け方法等は、昭和56年建設省告示第1100号に準じるものとする。
  (3)透湿防水シートの取付け
透湿防水シートをたるみ、しわ等が生じないようにステープルで柱、間柱等に仮止めする。継ぎ目の重なりは約○㎜とする。
  (4)胴縁の取付け
柱及び間柱方向に、厚さが○㎜以上、幅○㎜以上の胴縁を○㎜以下の間隔で配置する。胴縁は、φ○×○㎜以上の○○くぎ等を用いて○㎜以下の間隔で柱、間柱等に留め付ける。
　(5)化粧○○○の取付け
化粧○○○をφ○×○㎜以上の○○くぎ等を用いて胴縁に取付ける。○○くぎ等の留め付け間隔は、胴縁方向が○㎜以下、胴縁と直交する方向が○㎜以下とする。
  (6)化粧○○○の短辺方向の目地処理
　　　短辺方向の目地は、次のいずれかの方法で接合または処理する。
　　①目透かし目地
　　①-1 シーリング材処理　
目透かし幅が○㎜以下となるように化粧○○○を取付け、目透かし部にシーリング材(○g/m以上)を充填する。
    ①-2 バックアップ材・シーリング材処理　
前記①-1の目透かし部にバックアップ材(○g/m以上)及びシーリング材(○g/m以上)を充填する。
    ②突付け目地
化粧○○○の端部を突付けて密着する。
    ③合じゃくり目地
化粧○○○の上さねの端部は密着させ、下さねの端部の目透かし幅は○㎜以下とする。合じゃくり部の重ね代は○㎜以上とする。
　(7)グラスウール断熱材の挿入
       屋内側被覆材を取付ける前に、○○○断熱材をステープルで柱及び間柱に仮止めする。
　(8)屋内側被覆材の施工
    ①単板張り仕様
せっこうボードをφ○×○㎜以上の○○くぎ等で柱及び間柱に取付ける。○○くぎ等の留め付け間隔は、周辺部が○㎜以下、中間部が○㎜以下とする。目地部は、せっこう系目地処理材(○g/m以上)にて平滑に仕上げる。
    ②重ね張り仕様
下張り材のせっこうボードは、φ○×○㎜以上の○○くぎ等を用いて、前記の単板張り仕様と同じ間隔で柱及び間柱に留め付ける。上張り材のせっこうボードは、その目地が下張り材の目地と重ならないように配置して、φ○×○㎜以上の○○くぎ等を用いて柱及び間柱に取付ける。上張り材の○○くぎ等の留め付け間隔は、周辺部及び中間部とも○㎜以下とする。上張り材の目地部は、せっこう系目地処理材(○g/ｍ以上)にて平滑に仕上げる。
２．試験体の選定理由

   ＊ここでは、製品仕様(評価申請範囲)と試験体仕様を対比させて書いて下さい。試験体仕様については事前相談の時に決定させていただきますので、その結果を踏まえて選定理由を記載して下さい。

表　試験体仕様の選定理由

	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	壁の幅及び高さ
	構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。


	有効加熱幅

　3000㎜

有効加熱高さ

　3000㎜
	業務方法書の規定（有効加熱幅3000㎜以上、有効加熱高さ3000㎜以上）による。

	化粧○○○の厚さ、容積欠損率等
	厚さ

○･○･○･○･○㎜

表面の形状

　平滑又はエンボス･溝模様

最小厚さ

○㎜以上

容積欠損率

　○％以下

かさ比重

○以上
	厚さ

○㎜

表面の形状

　エンボス･溝模様

最小厚さ

○㎜

容積欠損率

　○％

かさ比重

○
	被覆材は、厚さが薄いものほど、容積欠損率が大きいものほど、またかさ比重が小さいものほど遮熱性、遮炎性、強度等が低くなるため、耐火上不利。

	化粧○○○の大きさ
	大きさ
働き幅：○～○㎜

長さ：○～○㎜
	大きさ
働き幅：○㎜

長さ：○㎜
	被覆材の大きさが小さくなると、弱点部である目地が多くなるため、耐火上不利。

	○○○の化粧仕様


	塗料の種類

　○○○樹脂系塗料、○○○樹脂系塗料、○○○樹脂系塗料
塗布量

　○g/㎡以下
	塗料の種類

　○○○樹脂系塗料
塗布量

　○g/㎡
	有機質系塗料の塗布量が多いほど、燃焼量が多くなるため、耐火上不利。有機質系塗料の種類による耐火上の差はない。

	化粧○○○の取付け方法
	くぎ等の種類、寸法
  ○○くぎ
　　φ○×○㎜以上
  ○○ねじ
　　φ○×○㎜以上
留め付け間隔
　胴縁方向
    ○㎜以下
　胴縁と直交する方向
    ○㎜以下
	くぎ等の種類、寸法
  ○○くぎ
　　φ○×○㎜
留め付け間隔
　胴縁方向
    ○㎜
　胴縁と直交する方向
    ○㎜
	くぎ等は、径及び長さが小さいものほど接合強度が低下するため、耐火上不利。留め付け間隔が大きいほど、化粧○○○の変形､亀裂、脱落等が生じやすくなるため、耐火上不利。


	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	化粧○○○の短辺方向の目地の種類、目地幅等
	種類
①目透かし目地
  シーリング材処理
②目透かし目地
  バックアップ材・シ　ーリング材処理
③突付け目地
④合じゃくり目地
目地幅(①又は②の場合)
  ○㎜以下
シーリング材の充填量
(①又は②の場合)
  ○g/m以上
シーリング材の種類
  ○○○樹脂系、○○○樹脂系、○○○樹脂系
	種類
①目透かし目地
  シーリング材処理
目地幅
  ○㎜
シーリング材の充填量
  ○g/m
シーリング材の種類
  ○○○樹脂系
	目透かし目地は、突付け目地あるいは合じゃくり目地に比べて､ 隙間が生じやすいため、耐火上不利。目透かし目地の処理は、シーリング材のみによる処理のものの方が、バックアップ材を併用する処理のものより遮熱性、遮炎性が劣る。目透かし目地は幅が広いものほど、シーリング材は充填量が少ないものほど、目地部の遮熱性、遮炎性が低くなるため、耐火上不利。シーリング材の種類は業務方法書による。

	胴縁の種類及び断面寸法
	種類
　○○○、○○○

断面寸法
  厚さ○㎜以上、幅○　㎜以上
	種類
　○○○

断面寸法
  厚さ○㎜、幅○㎜
	胴縁の断面寸法が小さいほど、焼損による強度低下が大きいため、耐火上不利。断面寸法が等しいものであれば、種類による耐火上の差はない。

	胴縁の取付け方法
	取付け間隔
  ○㎜以下
くぎ等の種類、寸法  　○○くぎ
　 φ○×○㎜以上
  ○○ねじ
　 φ○×○㎜以上
留め付け間隔
　○㎜以下
	取付け間隔
  ○㎜
くぎ等の種類、寸法  　○○くぎ
　 φ○×○㎜
留め付け間隔
　○㎜
	胴縁の取付け間隔が大きいほど、化粧○○○の変形、亀裂、脱落等が生じやすくなるため、耐火上不利。くぎ等は、径及び長さが小さいものほど接合強度が低下するため、耐火上不利。留め付け間隔が大きいほど、胴縁の変形、脱落等が生じやすくなるため、耐火上不利。

	透湿防水シート
の種類及び厚さ
	種類
  ○○○系、○○○系
厚さ
  ○㎜以下
	種類
  ○○○系
厚さ
  ○㎜
	可燃性である透湿防水シートの厚さが厚いほど、燃焼量が多くなるため、耐火上不利。透湿防水シートの種類による耐火上の差はない。

	中空部断熱材の厚さ及び密度
	厚さ：○㎜以上
密度：○kg/m3以上
	厚さ：○㎜
密度：○kg/m3
	不燃性の断熱材は、厚さが薄いものほど、また密度が小さいものほど遮熱性、遮炎性が低くなるため、耐火上不利。


	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	屋内側被覆の仕様
	①単板張り仕様(平成12年建設省告示第1358号第１第一号ロ(1)に規定する(ⅰ)の単板張り仕様とする。)
せっこうボード
 　厚さ：15㎜
   かさ比重：0.65以上
強化せっこうボード
 　厚さ：15･○㎜
   かさ比重：0.75以上
②重ね張り仕様(上記告示第1358号第１第一号ロ(1)に規定する(ⅱ)また(ⅲ)のいずれかの重ね張り仕様とする。ただし、上張り材は、その目地が下張り材の目地と重ならないように配置する。)
	①単板張り仕様
　せっこうボード
 　 厚さ：15㎜
    かさ比重：0.65
	屋内側被覆材のせっこうボードは、厚さが薄いものほど、またかさ比重が小さいものほど遮熱性、遮炎性､強度等が低くなるため、耐火上不利。仕様①のせっこうボードの厚さは、仕様②の厚さ(総厚)よりも薄い。単板張り仕様の目地は、下張り材の目地と重ならないように上張り材の目地を配置する重ね張り仕様の目地に比べて、隙間が生じやすい。

	せっこうボードの大きさ及び端部の形状(前記の項の①単板張り仕様の場合)
	大きさ
  最小：○×○㎜

  最大：○×○㎜
端部の形状
  スクエアー、ベベル
	大きさ
  ○×○㎜
端部の形状
  ベベル
	せっこうボードの大きさが小さくなると、弱点部である目地が多くなるため、耐火上不利。端部に断面欠損があるベベルの方が耐火上不利。

	せっこうボードの取付け方法(前記の項の①単板張り仕様の場合)
	くぎ等の種類、寸法  　○○くぎ
　 φ○×○㎜以上
  ○○ねじ
　 φ○×○㎜以上

留め付け間隔
　周辺部：○㎜以下
  中間部：○㎜以下
	くぎ等の種類、寸法  　○○くぎ
　 φ○×○㎜
留め付け間隔
　周辺部：○㎜
  中間部：○㎜
	くぎ等は、径及び長さが小さいものほど接合強度が低下するため、耐火上不利。留め付け間隔が大きいほど、せっこうボードの変形、亀裂、脱落等が生じやすくなるため、耐火上不利。

	せっこうボードの目地処理材(せっこう系)の塗布量
	○g/m以上
	○g/m
	無機質系目地処理材の塗布量が少ないほど、目地部の遮熱性、遮炎性が低くなるため、耐火上不利。

	柱、間柱の種類及び断面寸法
	種類
　○○○、○○○

断面寸法
 柱：
　○×○㎜以上
 間柱：
　○×○㎜以上

かさ比重

　○以上
	種類
　○○○

断面寸法
 柱：
　○×○㎜
 間柱：
　○×○㎜

かさ比重

　○
	木材の断面寸法が小さいほど、焼損による耐力低下が大きいため、耐火上不利。木材のかさ比重が小さいほど、炭化速度が速くなるため、耐火上不利。木材の断面寸法及びかさ比重が等しいものであれば、種類による耐火上の差はない。


	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	柱と間柱及び間柱相互の取付け間隔
	○㎜以下
	○㎜
	柱と間柱及び間柱相互の取付け間隔が大きいほど、被覆材の変形、亀裂、脱落等が生じやすくなるため、耐火上不利。

	補強用壁材の取付け
	必要に応じて、柱及び間柱に補強用壁材を取付ける。
	なし
	柱及び間柱に取付けられた補強用壁材は、壁の遮熱性、遮炎性等を向上させるため、これらがない方が耐火上不利。

	その他、製品に使用する部材、材料等があれば追記して下さい。
	
	
	


３．申請会社等の概要
   (1) 申請会社の概要
     1) 申請者
      ・会社名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・代表者名
      ・設立年月日
      ・従業員数
     2) 連絡先
      ・会社名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・役職名、担当者名
     3) 営業、施工実績
      ・主要製品
      ・指定・認定実績（品目名、認定番号等）
      ・営業の沿革
   (2)製造工場の概要
      ・工場名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・代表者名（工場長等）
      ・従業員数
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○○くぎ(φ○×○以上,

周辺部@○以下,中間部@○以下)等

せっこう系目地処理材(○g/m以上)�

○○○断熱材　　　　　　　　

(厚さ○以上,密度○kg/m 以上)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　(厚さ15･○)

柱(○×○以上)

ｼｰﾘﾝｸﾞ材(○g/m以上)�

胴縁(○×○以上,

@○以下)

※

＊
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○○くぎ

(φ○×○以上,@○以下)等

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ　(厚さ15･○)

○○くぎ(φ○×○以上,

周辺部@○以下,中間部@○以下)等

○○くぎ(φ○×○以上,

周辺部@○以下,中間部@○以下)等

○○○断熱材　　　　　　　　

(厚さ○以上,密度○kg/m 以上)

○○くぎ　　　　　　　　　　　

(φ○×○以上,胴縁方向@○以下)等

化粧○○○(厚さ○･○･○)

補強用壁材　(厚さ○以上)

胴縁(○×○以上,@○以下)

透湿防水ｼｰﾄ(厚さ○以下))

※

3

＊
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ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

(○○○系,○g/m以上)

○以上

○以下
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